


2平成 20 年 9月号

14億3,516万円(10.9％)

出して

いる

55.7％

　エネルギー問題・地球温暖化問題が深刻な昨今、軽油の代替燃料となるバイオディーゼル燃料（Bio-Diesel 

Fuel、以下 BDF）をご存知でしょうか？これは主に植物性の廃食油を原料とし、ディーゼルエンジンを稼動させ

ることができる燃料のことです。BDF は排気ガス中に含まれる二酸化炭素・黒煙・硫黄酸化物が軽油より少なく、

人にも地球にも優しいエネルギーです。

　現在、大山町高田にある社会福祉法人柿木村福祉会で、町内の家庭や事業所から植物性の廃食油を回収して町

内の工場用燃料として提供したり、BDF を精製して農業用トラクターなどに使用しています。

BDF が注目される中、昨年の１０月に町内の８つの女性

団体に協力していただき、廃てんぷら油のリサイクルに

関するアンケート（全１１問）を実施しました。結果は

以下のとおりです。

　  H19.10.31
　現在の世帯数

５，８４４

配布世帯数 ２，６６６
回収世帯数 １，６６０
回収率 ６２．３％

現
在
、
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
は

廃
て
ん
ぷ
ら
油
を
ご
み
の
収
集
日
に

出
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

出して

いない

42.3％

無回答 2.0％
ど
の
よ
う
な
方
法
で

出
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

（
出
し
て
い
る
人
の
み
回
答
）

14億3,516万円(10.9％)

紙や布など
に含ませ可
燃ごみとし
て出してい
る 43.5％

凝固剤で固
めて可燃ご
みとして出
している
　　43.3％

複数回答 12.0％

無回答 0.8％

１
カ
月
に
出
る
廃
て
ん
ぷ
ら
油
の
量

は
牛
乳
び
ん
（
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
）
を
目
安
に
し
て
、
ど
の
く
ら
い

に
な
り
ま
す
か
？

(

出
し
て
い
る
人
の
み
回
答
）

14億3,516万円(10.9％)

1 本 
21.9％

4 本 3.4％

無回答 3.9％

0.5 本
21.5％

 2 本
17.4％

2.5 本 3.7％

5 ～ 7 本 2.4％
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
い
な
い

理
由
と
し
て
当
て
は
ま
る
も
の
は
？

（
出
し
て
な
い
人
の
み
回
答
）

14億3,516万円(10.9％)

敷地内で処
分している
40.6％

注ぎ足して
使いまわし
ている 26.3％

その他

19.8％

自分で石鹸など
にして再利用し
ている 4.7％

回収業者に出し
ている 2.3％

そのまま台所に流している 0.8％

無回答 5.5％

町
内
に
、
廃
て
ん
ぷ
ら
油
を
自
主
回

収
し
て
精
製
し
、
町
営
巡
回
バ
ス
の

燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
な
ど
に
再
利
用
し

て
い
る
施
設
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
？

14億3,516万円(10.9％)

知って

いる

25.2％

知らない

72.8％

無回答 2.0％ご
家
庭
か
ら
出
る
廃
て
ん
ぷ
ら
油
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
た
い

と
思
わ
れ
ま
す
か
？

14億3,516万円(10.9％)

回収を

希望する

54.4％

今までど

おりでよい

　38.6％

その他 3.0％

無回答 4.0％

その他 0.4％

1.5 本
9.1％

3 本 8.8％

5 本 4.8％

10 本以上 1.3％

7 ～ 10 本 1.0％
3.5 本 0.5％

4.5 本 0.3％

捨てないで！

使い終わったてんぷら油（廃食油）を

             回収しています
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回
収
場
所
ま
で
距
離
が
あ
り
、

車
な
ど
で
の
移
動
と
な
っ
た
場
合
、

ど
の
程
度
持
ち
込
み
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
け
ま
す
か
？

（
回
収
を
希
望
す
る
人
の
み
回
答
）

14億3,516万円(10.9％)

場 所 に

よっては

協力する

　42.2％
なるべく

協力する

　35.1％

協力しない 1.0％

その他 0.9％

積極的に協力

する 18.5％

無回答 2.3％回
収
場
所
は
ど
の
よ
う
な
場
所
が

よ
い
で
す
か
？

（
回
収
を
希
望
す
る
人
の
み
回
答
）

14億3,516万円(10.9％)

各部落の集会所

　　77.4％

公共施設 7.4％

ガソリンスタンド

5.0％

その他 4.0％

町内の商店 3.7％ 無回答 2.5％

最
後
に
、
身
近
な
環
境
保
護
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
も
の
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

14億3,516万円(10.9％)

ごみの

減量化

 21.2％

節電

 20.6％
節水

16.6％

マイバッグ
　運動
　 15.8％

アイドリングストップ

11.4％

リサイクル商品の購入
　5.5％

不用品再利用 5.4％

特に取り組んでない 2.8％
その他 0.7％

廃食油のリサイクルにご協力ください

このアンケート結果をもとに、昨年２月に策定した「大山町地域新エ

ネルギービジョン」の町民油田開発プロジェクトの一環として、廃食

油の回収場所を町内９カ所に設けています。

場所 持ち込み時間 休館日

名和公民館
8：30 ～ 22：00（火～日）
8：30 ～ 17：00（月）

祝日

ふれあい会館 8：30 ～ 18：00 土・日・祝日

保健福祉センターなわ
（社協名和支所）

8：30 ～ 17：15 土・日・祝日

―持ち込み方法―

◆名和公民館・大山公民館・

こうれいコミュニティーセン

ター・大山農村環境改善セン

ター・ふれあい会館へ持ち込

む場合は用意してある「専用

バケツ」に入れてください。

◆中山公民館・各福祉セン

ターへ持ち込む場合は「持ち

込んだ容器に入れたまま」指

定場所に置いてください。

―注意事項―

◆植物性廃食油に限りますの

で、ラードなどの動物油、自

転車用オイル、灯油などは入

れないでください。

◆油かすなどは入れないでく

ださい。

◆油の中に水が混ざらないよ

うにしてください。

◆問い合わせ先　役場住民生活課　☎ 0859-54-5210

名
和
地
区

場所 持ち込み時間 休館日

中山公民館
8：30 ～ 22：00（火～日）
8：30 ～ 17：00（月）

祝日

福祉センターなかやま
（社協中山支所）

8：30 ～ 17：15 土・日・祝日

中
山
地
区

場所 持ち込み時間 休館日

大山公民館
8：30 ～ 22：00（火～日）
8：30 ～ 17：00（月）

祝日

こ う れ い コ ミ ュ ニ
ティーセンター

8：30 ～ 17：15 祝日

大山農村環境改善
センター

8：30 ～ 21：30（火～土）
8：30 ～ 17：00（日・月）

なし

保健福祉センターだい
せん（社協大山支所）

8：30 ～ 17：15 なし

大
山
地
区

▲中山公民館・
各福祉センターの場合

▲名和公民館・大山公
民館・こうれいｺﾐｭﾆﾃ
ｨｰｾﾝﾀｰ・大山農村環境
改善センター・ふれあ
い会館の場合
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きょういく
 通 信

学校教育課
☎0859‐54‐5211

「大山学」講座 のお知らせ

解説者    ：   大山自然観察会指導員 鷲見寛幸さん

集合場所：  大山寺第１駐車場（９時集合）

「大山の自然」～自然観察会～

申込締切： 9 月 12 日（金）

申込み・問い合わせ先：  
　　　名和公民館　☎０８５９－５４－２６８８

社会教育課
☎0859‐54‐5212

第５回

※バスで名和公民館から送迎します。（８時 20分発）

希望の方は申込みの際にお申し出下さい。

参加費    ：  ４００円（リフト代）

その他   ：  ①雨天中止（参加者へ連絡します）
  　　　      ②当日は山歩きができる服装でお越しください

                 ③都合によりコースを変更することもあります
※「大山学」とは？

　自分の住む地域の歴史や文化、

産業、自然を見つめ直し、地域の

魅力や可能性を発掘する講座です。

◆問い合わせ先

　学校教育課

　☎０８５９－５４－５２１１

　

よ
り
安
心
・
安
全
な
学
校
・
保
育
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

〜
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が
巡
回
指
導
〜

  

町
内
小
中
学
校
と
保
育
所
で
は
、

今
年
度
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
学
校
・

保
育
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
防
犯
教

室
や
職
員
の
防
犯
訓
練
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
に
は
青
少
年
育
成
大
山

町
民
会
議
と
八
橋
警
察
署
か
ら
、
小

学
校
と
保
育
所
に
不
審
者
の
侵
入

に
備
え
て
「
さ
す
ま
た
」
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
次
は
、
そ
の
使
い
方
を

体
験
す
る
訓
練
を
是
非
に
と
関
心
が

高
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
巡
回
指
導
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
と

は
、
県
教
育
委
員
会
が
文
部
科
学
省

の
委
嘱
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
「
地

域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
事

業
」
の
一
つ
で
、
県
が
地
域
学
校
安

全
指
導
員（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー

ダ
ー
）
と
し
て
委
嘱
し
た
防
犯
の
専

門
家
の
こ
と
で
す
。
本
町
で
は
、
御

来
屋
の
舩
田
邦
昭
さ
ん
に
委
嘱
を
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

７
月
、
８
月
は
各
所
で
防
犯
教
室

や
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
不
審
者
の
侵

入
を
想
定
し
た
緊
張
感
の
中
、
児
童

生
徒
た
ち
の
安
全
確
保
、
通
報
の
仕

方
、
警
察
が
来
る
ま
で
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー

ダ
ー
か
ら
実
演
を
交
え
な
が
ら
、
指

導
助
言
を
受
け
ま
し
た
。「
実
際
の

事
件
を
想
定
し
た
場
面
が
、
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
。
知
識
や
情
報
は
大

切
」と
関
係
者
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
の
巡
回
指
導
は
２
月
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。

さすまたの使い方を練習しているところ（所子保育所）

日　時    ：  9 月 20 日（土）　9時～ 12時（予定）

５月に行った自然観察会の第２弾です。今回は横手道、小鳥の道（予定）のコースを歩き、

自然に恵まれた大山の珍しい植物などを観察します。
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きょういく通信

学
校
給
食
の
調
理
業
務
を

　
　

民
間
委
託
し
ま
す

　

大
山
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食
調
理
業
務
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
と
学
校
が
十
分
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
、
民
間
委
託
し
た
場
合
で
も
安
全
・
安
心
で
豊
か

な
学
校
給
食
が
実
現
で
き
る
と
考
え
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
学
校

給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

委
託
に
際
し
て
は
、学
校
給
食
の
質
や
安
全
に
十
分
に
配
慮
し
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
手
作
り
の
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

調
理
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
学
校
給
食
調
理

場
で
行
い
ま
す
。
給
食
費
と
し
て
集

め
た
お
金
は
す
べ
て
食
材
料
費
と
し

て
使
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
よ
う
に
、
学
校
栄
養
士
が
作
成

し
た
献
立
に
沿
っ
て
調
理
を
行
い
ま

す
の
で
、
給
食
の
質
が
低
下
す
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
学
校
給
食
の
給
食
調
理
業
務
の
主
な
内
容
〉

☆
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・

学
校
給
食
調
理
場
で
調
理
し

ま
す

☆
調
理
業
務
と
そ
れ
に
伴
う

業
務
の
み
を
委
託
し
ま
す

　

委
託
す
る
の
は
、
調
理
業
務
と
そ

れ
に
伴
う
業
務
（
食
器
の
洗
浄
・
消

毒
な
ど
）だ
け
で
す
。給
食
セ
ン
タ
ー

に
は
所
長
・
学
校
栄
養
士
等
を
配
置

し
、
給
食
業
務
全
般
の
管
理
・
運
営
、

献
立
の
作
成
、
配
送
業
務
等
を
行
い

ま
す
。
食
材
料
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
近
隣
の
商
店
等
か
ら
購
入
し

ま
す
。

☆
委
託
会
社
は
優
良
な
業
者

を
選
定
し
ま
す

　

お
い
し
く
て
質
の
よ
い
給
食
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
学
校
給
食
の
経
験

が
あ
り
、
衛
生
管
理
や
社
員
教
育
の

し
っ
か
り
し
た
、
優
良
な
業
者
を
選

定
し
て
委
託
し
ま
す
。
選
定
は
入
札

で
は
な
く
、選
定
委
員
会
を
設
け
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
行
い
ま
す
。

☆
給
食
の
安
全
性
や
衛
生
管

理
は
、
教
育
委
員
会
と
学
校

が
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
す

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
や
食
中
毒
対
策
な

ど
の
衛
生
管
理
や
安
全
対
策
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
教
育
委
員

会
と
学
校
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま

す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
委
託
会
社
が
調
理
業
務
を

行
い
ま
す
。

☆
保
護
者
の
方
や
学
校
の
意

見
・
要
望
を
取
り
入
れ
ま
す

　

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
委
託
会

社
及
び
教
育
委
員
会
等
で
構
成
す
る

「
給
食
運
営
協
議
会
（
仮
称
）」
を
設

置
し
、
委
託
内
容
の
改
善
等
に
つ
い

て
協
議
す
る
場
を
設
け
ま
す
。

☆
教
育
委
員
会
と
学
校
は
、

委
託
会
社
と
十
分
に
連
携
し

ま
す

　

円
滑
に
調
理
業
務
が
行
え
る
よ

う
、
委
託
会
社
と
十
分
な
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
す
。

◆問い合わせ先

　学校教育課

　☎０８５９－５４－５２１１

学校給食の流れ

調
理
作
業

調
理
の
検
査

検
食

献
立
の
作
成

食
材
料
の
発
注

食
材
料
の
検
収

調
理
の
指
示

配
送

洗
浄
・
消
毒
・
保
管

配
缶

この業務を委託します

学
校
で
の
給
食

食
器
の
返
却
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NO.40

日にち　９月６日（土）　
時　間　14:00 ～ 16:00

場　所　なかやまフォーラム想像館

定　員　先着 20人

科学遊び②液体窒素で遊ぼう
9月図書館行事

『ロアルド・ダールコレクション①　おばけ桃が行く』
ロアルド・ダール／著　　　評論社

  奇妙な老人から奇妙なプレゼントをも

らったジェイムズ君。ジェイムズ君とゆか

いな昆虫たちが、空をとぶ巨大おばけ桃に

のりこみ、太平洋横断の旅にでかけます。

　空軍のパイロットの経験がある著者だけ

に空を飛ぶ場面はとてもリアル。特におば

け桃が着地するところは、ハラハラ・ドキ

司書のおすすめの本

一般・文学　　　　　　　　　　　　　

★ 遠ざかる家／片山恭一

★ 還るべき場所／笹本稜平

★ こどものころにみた夢／角田光代

★ 一千年目の源氏物語／伊井春樹

★ 平成大家族／中島京子

★ 恋人たち／野中柊

★ 錦／宮尾登美子　

★ 金色の野辺に唄う／あさのあつこ

エッセイ　　　　　　　　　     　　　 

★ 役に立たない日々／佐野洋子

★ 人の心がつくりだすもの／河合隼雄

★ 他力／五木寛之　　

児童・絵本　

★ ラン／森絵都

★ 新撰組は名探偵！！／楠木誠一郎

★ トロール・ブラッド（上）（下）／キャサリン・ラングリッシュ

★ ミラクル・ボーイ／ウルフ・スタルク

★ どうするどうするあなのなか／きむらゆういち

★ まちのおふろやさん／とよたかずひこ

★ とまとさんのあかいふく／得田之久

★ 10 ぴきのかえるはじめてのキャンプ／間所ひさこ

郷土　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  

★ とっとり民俗文化論／坂田友宏

★ 伯耆文化研究　第９号／伯耆文化研究会

 

 
 

【新着視聴覚資料】

CD
・にっかん飛切落語会①～⑩

・千の風になって　一期一会

・決定版こどものうた

・久石譲 PianoStation’88-‘08

   町立図書館本館では、DVD・CD・ビデオをご視聴い

ただけます。（貸出はできません）

　このほど落語の CDを購入しました。落語は、日本語

の面白さを教えてくれる道案内になり、想像力を養うと

も言われています。日本の良き伝統芸・伝統文化にふれ

てみてはいかがでしょうか？

　「定本落語名作全集」（立風書房）や「落語ハンドブック」

（三省堂）などの書籍や、「じゅげむ」や「めぐろのさん

ま」（クレヨンハウス）などの落語絵本もそろえています。

あわせてご利用ください。

DVD
・ルイスと未来泥棒＜アニメ＞

・シュレック３＜アニメ＞

・ ミスポター（レニ・ゼルヴィガー出演）

・はだしのゲン（中井貴一出演）

・ゲゲゲの鬼太郎（ウエンツ瑛士出演）

・マリと子犬の物語（船越英一郎出演）

・七人の侍（三船敏郎出演）

・羅生門（三船敏郎出演）

・生きる（志村喬出演）

ドキしておもしろいです。子どもだけでなく大人も楽しめる

１冊です。

　みなさんもご存知の「チョコレート工場の秘密」を始めロ

アルド・ダールコレクションとして出版されています。ほか

の作品もぜひ読んでみてください。（ど）
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災
害
に
備
え
る
災
害
が
起
き
て
も
困
ら
な
い
た
め
の
〝
備
え
〞
を
再
確
認
！

○ 

非
常
持
ち
出
し
袋

  

非
常
時
に
持
ち
出
す
も
の
を
あ
ら
か

じ
め
準
備
し
、
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
だ
れ
が
何
を
持
ち
出
す
か
、
家

族
の
中
で
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
食
料
品
な
ど
は
点
検
も
か
ね

て
定
期
的
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

各
人
が
準
備
す
る
も
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
衣
類
（
長
袖
）、

タ
オ
ル
、
懐
中
電
灯
、
現
金
（
小
銭
も
）

自
助

〜
ま
ず
は
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
〜

○ 

自
主
防
災
組
織

  

地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
積
極
的
に

参
加
し
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て

近
所
同
士
で
防
災
意
識
を
日
ご
ろ
か

ら
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

共
助

〜
周
り
の
人
と
助
け
合
う
〜

○ 

防
災
行
政
無
線

  

防
災
行
政
無
線
で
は
、
台
風
や
洪
水

な
ど
の
気
象
情
報
、
避
難
勧
告
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

い
つ
で
も
正
常
に
受
信
で
き
る
よ
う
、

日
ご
ろ
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
助

〜
町
も
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
〜

○ 
地
域
防
災
マ
ッ
プ

  

地
域
内
の
危
険
な
個
所
や
避
難
所
の

場
所
、
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
ま
と

め
た
「
大
山
町
防
災
ガ
イ
ド
&
マ
ッ

プ
」
を
み
な
さ
ん
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

　

万
一
、
災
害
に
直
面
し
た
と
き
の

対
応
や
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
の
予
防
策
と
し
て
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

◆問い合わせ先　役場総務課　☎ 0859-54-5201

■ 

家
族
で
準
備
す
る
も
の

食
料
品
、
水
（
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）、
携

帯
ラ
ジ
オ
（
予
備
電
池
も
）、
救
急
薬
品
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
予
備
ボ
ン
ベ
も
）、

ア
ド
レ
ス
帳
、
通
帳
の
コ
ピ
ー
と
印
鑑
、

ろ
う
そ
く
、
ラ
イ
タ
ー
（
マ
ッ
チ
）、
ナ

イ
フ
、
雨
具
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
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まちの話題

大山高原を駆け抜ける

　

第
3
回
大
山
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
が
7
月
29
日
、
豪
円
山
ス

キ
ー
場
特
設
コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し

た
。
時
折
雨
が
降
る
な
か
、
選
手
は

雄
大
な
景
色
に
囲
ま
れ
た
コ
ー
ス
を

力
い
っ
ぱ
い
駆
け
抜
け
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
夏
場
の
大
山
で

の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
ス
キ
ー
場
内
の
芝
生
を
利
用

し
周
回
２
km
の
特
設
コ
ー
ス
を
設
置

し
て
開
い
た
も
の
で
す
。
遠
く
は
千

葉
県
や
長
崎
県
か
ら
６
０
０
人
を
超

え
る
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
個
人
の

部
と
団
体
の
部
に
分
か
れ
て
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。
西
脇
工
業
高
校
（
兵

庫
）
や
宇
和
島
東
高
校
（
愛
媛
）
な

ど
の
駅
伝
有
力
校
の
選
手
の
参
加
も

あ
り
、
６
歳
か
ら
86
歳
ま
で
の
ラ
ン

ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
走
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
内
で
は
地
元
特
産
品
が

当
た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
や
「
大

山
の
恵
み 

カ
ラ
ス
天
狗
市
」
も
開

か
れ
、「
ま
た
来
年
も
来
た
い
」
と

い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

第３回大山高原
クロスカントリー大会

雨のなかスタートした 6キロの部

　

中
山
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

（
岸
本
耕
二 

会
長
）
主
催
の
恒
例

の
甲
川
渓
流
ま
つ
り
が
８
月
３
日

(

日)

、
甲
川
う
ぐ
い
す
橋
の
下
の
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
下
、
町
内
外
か
ら
２
０
４

人
の
親
子
連
れ
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
甲
川
の
自
然
を
十
分
に
満
喫
し

ま
し
た
。

　

甲
川
の
上
流
探
検
を
し
た
後
、
川

に
放
流
さ
れ
た
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取

り
に
年
齢
別
に
挑
戦
。
参
加
者
は
足

元
を
ス
イ
ス
イ
と
逃
げ
る
ヤ
マ
メ

に
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
つ
か
み

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
大
阪
か
ら
参
加
し
た
傍そ

ば
し
ま島

陽み
な
みさ

ん
（
6
歳
）
が
、
26
セ
ン
チ
の

大
物
を
取
り
大
物
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

昼
食
に
は
捕
ま
え
た
ヤ
マ
メ
を
塩

焼
き
に
し
、
流
し
そ
う
め
ん
も
楽
し

み
な
が
ら
楽
し
い
夏
休
み
の
一
日
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

岸
本
会
長
は
「
甲
川
を
知
っ
て
も

ら
い
、
自
然
の
す
ご
さ
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

清流で自然を満喫
甲川渓流まつり

つかまえた魚は塩焼きに
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まちの話題

大山ちびっこ夏祭り
～手づくりの器で流しそうめん～

　

だ
い
せ
ん
子
ど
も
体
験
プ
ラ
ン
の

行
事
と
し
て
、
大
山
ち
び
っ
こ
夏
祭

り
が
８
月
５
日
（
火
）、
大
山
公
民

館
・
大
山
分
館
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
大
山
小
学
校
の
児
童

６
人
と
保
護
者
４
人
が
参
加
し
、
講

師
で
地
元
の
川
上
信
幸
さ
ん（
佐
摩
）

の
指
導
の
も
と
、
竹
で
手
づ
く
り
の

器
を
作
り
流
し
そ
う
め
ん
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

最
初
は
川
上
さ
ん
の
手
早
い
の
こ

ぎ
り
さ
ば
き
を
観
察
。
次
に
子
ど
も

達
が
川
上
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
挑
戦
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
ぎ

り
を
使
う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
の
手
つ
き
で
あ
っ
と
い
う

間
に
切
れ
る
様
子
に
保
護
者
も
び
っ

く
り
。
中
に
は
「
お
母
さ
ん
や
お
じ

い
さ
ん
の
器
も
作
り
た
い
」
と
積
極

的
な
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

「
竹
は
抹
茶
み
た
い
な
い
い
に
お
い
が

す
る
」「
こ
れ
で
お
茶
を
飲
み
た
い
」

な
ど
と
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

待
ち
に
待
っ
た「
流
し
そ
う
め
ん
」

で
は
、
15
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
竹
の
長

さ
に
み
ん
な
大
喜
び
。
竹
で
作
っ
た

箸
で
一
生
懸
命
に
そ
う
め
ん
を
つ
か

ん
で
、
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
張
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
竹
と
ん

ぼ
を
作
っ
て
、
広
場
で
思
い
思
い
に

飛
ば
し
て
時
間
も
忘
れ
る
く
ら
い
に

遊
び
ま
し
た
。
作
っ

た
器
や
竹
と
ん
ぼ
は

記
念
に
持
ち
帰
り
ま

し
た
。
地
元
の
方
に

指
使
い
を
教
わ
っ
た

り
、
保
護
者
と
協
力

し
て
作
品
を
作
っ
た

り
す
る
と
い
っ
た
ふ

れ
あ
い
を
十
分
に
楽

し
ん
だ
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

流しそうめんを楽しむ児童たち

川上さんのアドバイスを受けながら竹を切る児童

全
国
ベ
ス
ト
16
に

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

財
団
法
人 

全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
主
催
の
第
43
回
全
日
本
少
年
剣
道
練
成

大
会
が
7
月
29
日
、
30
日
に
東
京
の
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
、
大
山
町
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
代
表 

小
村
昭
二
さ
ん
）
が
鳥
取
県
の
代
表
８
チ
ー
ム
中
の

１
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
小
学
生
と
中
学
生
の
部
に
分
か
れ
て
白
熱

し
た
戦
い
を
し
た
結
果
、
中
学
生
の
部
の
団
体
で
、
参
加
の
４
７
３
チ
ー
ム
中
、

見
事
全
国
ベ
ス
ト
16
に
入
り
、
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。　

門
脇
監
督
は
「
指
導

者
、
選
手
、
保
護
者
が
が
ん
ば
っ
た
成
果
で
す
。
選
手
が
日
ご
ろ
の
力
を
出
し

切
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
戦
え
ま
し
た
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。キ
ャ
プ
テ
ン
の

賞状を手にする大山町剣道スポーツ少年団の選手たち

写真左から　門脇京吾監督、浅田光
ひろ き

貴さん（大山中３年）、 

門脇   蒼さん（大山中３年）、徳永　隼さん（名和中３年）、

渡辺匡哉さん（大山中１年）、森下舜介さん（大山中３年）

浅
田
光
貴
さ
ん

（
大
山
中
３
年
）

は
「
相
手
も
強

か
っ
た
が
、
一

人
ひ
と
り
が
自

分
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
こ
な
し
勝

つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
大

会
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

同
ス
ポ
少
は

毎
週
月
・
水
・

金
の
18
時
30
か

ら
、
名
和
中
学

校
の
武
道
館
で

練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
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折り鶴手向け
　平和を誓う
大山口列車空襲慰霊の集い

　

大
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
林
原

彦
一
理
事
長
・
会
員
１
７
３
人
）
は
７
月
24

日
（
木
）、
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
か
や

ま
周
辺
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
暑

い
な
か
会
員
43
人
が
参
加
し
て
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
か
や
ま
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
周
辺

を
、
草
刈
り
が
ま
や
草
刈
り
機
な
ど
を
使
っ

て
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
町
に
恩
返
し
の

つ
も
り
で
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
作
業
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し

て
会
員
相
互
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。（
入

会
の
問
い
合
わ
せ
先
☎
０
８
５
９
‐
53
‐

４
７
８
７
へ
）

中
山
フ
ォ
ー
ラ
ム

周
辺
を
き
れ
い
に

除草作業に取り組むシルバー人材センター

のみなさん

安
全
就
業
月
間
に
伴
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

まちの話題

商売繁盛、大漁、豊作を願って

大山町納涼花火大会

　夏の夜空を約 3,000 発の花火

が彩りました。7月 26 日（土）

御来屋漁港一帯で大山町納涼花

火大会が開かれ、たくさんの

家族やカップルなどが会場を訪

れ、夏の夜のひとときを楽しみ

ました。

１株に150ものつぼみ！

ビッグなユリ

　田中茂
しげほ

穂さん（潮音寺）宅にできた

めずらしいユリの花。中山支所ロビー

に飾られました。

　

県
内
最
大
の
戦
災
に
見
舞
わ
れ
た
昭
和

20
年
の
大
山
口
列
車
空
襲
の
犠
牲
者
を
追

悼
す
る
「
慰
霊
と
平
和
祈
念
の
集
い
」（
大

山
口
列
車
空
襲
被
災
者
の
会 

伊
藤
清
会

長
）
が
7
月
28
日
に
、
国
信
の
Ｊ
Ｒ
大
山

口
駅
前
で
営
ま
れ
ま
し
た
。遺
族
の
ほ
か
、

大
山
西
小
学
校
6
年
の
児
童
や
関
係
者
ら

約
60
人
が
参
列
し
、
慰
霊
碑
前
で
平
和
を

誓
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
被
災
者
の
会
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
織
ら
れ
た
鶴
が
各
公
民
館
を
通
じ

て
町
内
か
ら
集
ま
り
、
古
い
も
の
と
交
換

さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
会
長
は
「
み
な
さ
ん

の
熱
い
思
い
と
と
も
奉
納
し
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

慰霊碑前で手を合わせ、犠牲者の冥福と平和を祈る

参列者
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オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

生
息
調
査
に
つ
い
て

※ 特別天然記念物に指定されている動植物は国から手厚く保護されているため、許可無く捕獲したり移動し
たりすることは、法律により固く禁じられています。
　 また、生息地以外の箇所でオオサンショウウオを発見した場合は、個体を早急に保護する必要があります
ので、大山町教育委員会に通報していただきますようにご協力をお願いします。

　

7
月
26
日
（
土
）
に
名
和
川
水
系
で
、
鳥
取
大
学
大
学
院
生
の

岡
田 

純
氏
が
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
調
査
に
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
く
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
調
査
は
事
前
に
鳥
取
県
教
育
委
員

会
か
ら
許
可
を
得
た
も
の
で
す
）　

　

こ
れ
に
伴
い
「
名
和
川
の
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
守
る
会
」
の
呼
び

か
け
で
、
本
町
教
育
委
員
会
や
鳥
取

県
西
部
総
合
事
務
所
県
土
整
備
局
、

関
東
方
面
か
ら
も
自
然
や
動
物
な

ど
を
専
門
と
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、
合
計
10
人
前
後
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

良
好
な
生
息
状
況
を
確
認

　

調
査
は
昼
間
と
夜
間
に
分
け
て
行

い
ま
し
た
。
昼
間
の
調
査
で
は
名
和

川
水
系
源
流
の
一
部
を
さ
か
の
ぼ
り

な
が
ら
の
個
体
の
生
息
確
認
調
査

で
、
小
さ
な
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

を
1
体
見
つ
け
る
な
ど
し
て
、
良
好

な
生
息
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
夜
間
は
堰え

ん

堤
の
覗
き
込

み
調
査
を
主
体
に
行
な
い
、
3
匹
の

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
確
認
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
個
体
も
必

死
に
堰
堤
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

特
殊
な
環
境

全
国
に
例
が
な
い

　

調
査
を
終
え
た
岡
田
氏
は
「
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
通
常
、
山

間
部
の
渓
流
を
中
心
に
生
息
し
て
い

る
が
、
こ
の
地
域
は
河
川
の
上
流
部

か
ら
河
口
付
近
ま
で
生
息
す
る
と
い

う
特
殊
な
環
境
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
そ
の
上
流
部
に
は
良
好
な
繁
殖

地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら

し
く
、
こ
う
い
っ
た
地
域
は
全
国
に

外
に
例
が
な
い
」
と
熱
く
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
名
和
川
水
系
の
豊

な
自
然
の
中
で
、
大
き
な
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
動
く
迫
力
に
驚
か

さ
れ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
生

活
の
利
便
性
と
安
全
性
の
た
め
の
堰

堤
が
、
他
の
生
物
に
と
っ
て
は
過
酷

な
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
環
境

問
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

継
続
的
な
観
察
を

　

今
後
、
社
会
教
育
課
で
は
、
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
継
続
的
な
観
察

会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

堰
えん

堤の下に集まったオオサンショウウオ（名和川水系）
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シリーズ 　愛育委員会です　その⑤    ことのほか暑い夏でした。ようやく朝夕は涼しくなってきましたが、

日中は残暑が続いています。夏の疲れがでてくるのもこの頃ですが、

体のだるさを感じたり食欲不振だったりしていませんか？　冷たいも

ののとり過ぎや暴飲暴食で弱った胃腸を休ませて、充分な睡眠、バラ

ンスの良い食事をこころがけ、水分補給も忘れないようにして体調を

整えましょう。

こんにちは !

愛育委員会です

問い合わせ先：福祉保健課　☎0859-54-5207

心のハート

臓器移植臓器移植について勉強会について勉強会
  ＊視察研修で行った篠山市

いぬい福祉村で使われてい
た「心」の文字をデザイン
したハートのマーク。愛育
委員会も心が伝わるような
活動を目指しています。

▲臓器移植という重たいテーマ
について初めて勉強しました。

　鳥取県臓器バンク移植コーディネーターの永栄幸子さんから

「臓器移植はいのちを繋ぐ医療である」ことを学びました。腎臓

や肝臓など生体間で移植できるものもありますが、脳死下や心停

止後の移植を考えると、悲しみの中でどう判断できるか難しい問

題です。ご本人の希望が一番優先されなければなりませんが , 残

された家族の気持ちも大切にされなければなりません。その反面、

現在移植を待ち望んでいる人は約 12,600 人です。そのうち年間わずか１％の人しか移植を受けるこ

とができていません。移植を受ければ助かる可能性が大きい命なのです。重症の腎臓病で娘さんを亡

くされた役員の１人は「腎臓の移植ができるようになるまで頑張るんだよ」と励まし続けられたそう

です。身近な話に驚きながら臓器移植について前向きに考えねばと話し合いました。まずは『臓器提

供意思表示カード』を手にすることから始めてみようと思った勉強会でした。

7
17

↓おもて うら

女性団体連絡協議会の視察研修会に参加
7

10

問い合わせと連絡先

　鳥取県臓器バンク

　米子市西町 36－１

　鳥取大学病院内　☎ 0859-34-4809

▲製品の製造とともに大切な水
のために森も育てていますと説
明をうけています。

－サントリー「奥大山ブナの森」工場見学と「奥大山ブルーベリーファーム」－

☆ 

９
月
21
日
（
日
）
中
山
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

  大山地区の女性団体連絡協議会には「婦人会」「三色会」「所子友の会」「女性の会」
そして「愛育委員会」も自主的な活動のひとつとして参加しています。

▲日本最大級、２万本のブルー
ベリーは夏大根の休耕地を利用
して植えたそうです。オープン
初日だったので新聞社から取材
をうけました。

▲ 150 年前の民家を再利用し
た谷田貝亭で昼食。地元産にこ
だわったそばをいただきました。

《大山地区》
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大山恵みの
里だより
   vol.9

売
り
上
げ
up
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
�
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

7
月
27
日(

日)

大
山
恵
み
の
里
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
（
第
4
回
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。『
失
わ
れ
た
「
売
り
上

げ
」
を
探
せ
！
〜
感
性
価
値
創
造
の
た
め
の
実
践
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
〜
』
と
題
し
、
オ
ラ
ク
ル
ひ
と
・
し
く
み
研
究
所
代
表
の
小
阪

裕
司
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
消
費
者
の
感
性
に
対
応
し
た
ワ
ク
ワ
ク
系
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

た
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
消
費
者
が
買
う

と
い
う
行
動
を
す
る
の
か
、
な
ぜ
商
品
が
買
っ
て
も
ら
え
な
い
の

か
な
ど
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
商
売
人
は
師

匠
で
客
は
弟
子
、
専
門
家
と
し
て
お
客
さ

ん
が
知
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
な
い

と
い
け
な
い
」と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
目
か
ら

ウ
ロ
コ
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
」、「
す
ぐ

に
で
も
実
践
し
て
み
よ
う
と
思
う
」
と
い

う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
公
社
で
は
継
続
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
次
回
は
10
月
頃

に
日
本
一
の
ち
ん
ど
ん
屋
ち
ん
ど
ん
通
信

社
代
表
の
林
幸
治
郎
氏
を
招
き
、
宣
伝
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
商
売
に
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
講
演
に
引
き
続
き
、
楽
し
い
ち
ん
ど

ん
シ
ョ
ー
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　講演をする、オラクル

ひと・しくみ研究所代表

の小阪裕司さん。

▲

生
産
者
自
ら
の

 

企
画
に
よ
る

売
り
手
と
の
交
流
会

 

始
ま
る

　（財）大山恵みの里公社     TEL　0859‐39‐5016　　FAX　0859‐53‐3163
　 役場大山振興課　　        TEL　0859‐53‐3313　　FAX　0859‐53‐3163

　

7
月
５
日
・
６
日
と
2
日
間
に
わ

た
っ
て
、
倉
敷
市
の
米
穀
卸
会
社

社
長
・
社
員
6
人
が
視
察
を
兼
ね
て

大
山
町
の
稲
作
農
家
と
交
流
し
ま
し

た
。

　

大
山
寺
エ
リ
ア
の
散
策
か
ら
始
ま

り
、
坊
領
地
区
の
稲
作
状
況
を
農
家

の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
視
察
。

そ
の
夜
は
あ
け
ま
の
森
ペ
ン
シ
ョ
ン

で
坊
領
米
と
坊
領
地
区
の
農
作
物
を

使
っ
た
料
理
で
交
流
会
。
翌
日
は
中

山
地
区
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
圃
場
を
視
察

し
、
昼
食
は
公
民
館
で
有
機
米
・
黒

米
の
お
に
ぎ
り
で
の
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。
昼
過
ぎ
か
ら
は
梨
農
家
で

の
袋
掛
け
作
業
な
ど
、
大
山
町
の
農

業
を
中
心
と
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
交
流
は
公
社
主
催
の
商
談
会

が
縁
で
、
坊
領
地
区
の
稲
作
農
家
の

方
が
自
ら
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
作
る
側
と
売

る
側
が
お
互
い
を
よ
く
理
解
す
る
機
会
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
し
た
。

　

今
後
は
消
費
者
を
交
え
た
交
流
活
動
が
、
生
産
者
自
ら
の
企
画
で
進

む
こ
と
で
大
山
町
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

交
流
活
動
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
公
社
・
大
山

振
興
課
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※問い合わせ先
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人権のつぼ 39
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

全
国
水
平
社
創
立
の

地
の
石
碑

　

京
都
・
平
安
神
宮
の
南
近
く
、
岡
崎
最

勝
寺
町
に
京
都
会
館
と
京
都
市
美
術
館
別

館
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
庭
の
一
角
に

「
全ぜ

ん

国こ
く

水す
い
へ
い
し
ゃ

平
社
創
立
の
地
」
の
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
３
月
３
日
に
、

京
都
市
公
会
堂
（
通
称
・
岡
崎
公
会
堂
）

を
会
場
に
し
て
、
約
３
０
０
０
人
が
集
ま

り
、
全
国
水
平
社
の
創
立
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
採
択
さ
れ
た
の
が
、
日
本
で
最

初
の
人
権
宣
言
と
も
言
わ
れ
る
「
人
の
世

に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」
で
有
名
な

「
水
平
社
創
立
宣
言
」
で
す
。

　

こ
の
石
碑
は
創
立
大
会
が
開
か
れ
た
岡

崎
公
会
堂
の
跡
を
示
す
た
め
、
１
９
８
２

（
昭
和
57
）
年
３
月
３
日
、
水
平
社
創
立

60
周
年
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

今
こ
の
石
碑
の
前
に
立
ち
、
全
国
水
平

社
創
立
大
会
と
水
平
社
宣
言
に
思
い
を
巡

ら
す
と
き
、
部
落
解
放
へ
の
情
熱
を
感
じ

ま
し
た
。

 

「
水
平
社
創
立
宣
言
」
と
「
世
界
人
権
宣
言
」

岡
崎
公
会
堂

　

全
国
水
平
社
の
創
立
大
会
が
開
か
れ
た

岡
崎
公
会
堂
は
、
１
８
９
５
（
明
治
28
）

年
４
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
、
岡
崎

一
帯
で
開
か
れ
た
第
４
回
内な

い
こ
く国

勧
か
ん
ぎ
ょ
う業

博は
く

覧ら
ん
か
い会

の
会
場
跡
地
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
博
覧
会
で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

日
本
で
最
初
の
市
街
電
車
が
、
京
都
七
条

か
ら
会
場
ま
で
登
場
し
た
り
、
文
化
、
技

術
、
経
済
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
殖

し
ょ
く
さ
ん産

興こ
う
ぎ
ょ
う

業
の

振
興
が
盛
大
に
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
の
勧
業
博
覧
会
に
は
、

大
山
町
御
来
屋
の
埋う

め

き木
細ざ

い

く工
作
家
・
西
村

荘
一
郎
さ
ん
が
、
鶴
図
額
を
出
品
し
て
褒ほ

う

章し
ょ
うを

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
西
村
さ
ん
は

１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万

国
博
覧
会
（
万
博
）
以
降
、
世
界
に
認
め

ら
れ
た
木も

く
ぞ
う象
眼が

ん

し師
で
す
。（
象
眼
…
表
面

に
彫
っ
た
く
ぼ
み
に
、
ほ
か
の
材
料
を
は

め
込
む
工
芸
手
法
こ
と
）

世
界
人
権
宣
言
採
択

か
ら
60
年

　

戦
後
63
年
を
迎
え
、
今
年
の
夏
も
新
聞

な
ど
に
多
く
の
戦
争
に
か
か
わ
る
投
書
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
投
書

な
ど
か
ら
も
、
戦
争
が
最
大
の
人
権
侵
害

と
い
う
考
え
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
に
、
よ

う
や
く
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
国

際
連
合
（
国
連
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

民
主
主
義
の
擁
護
と
人
権
尊
重
の
考
え

を
掲
げ
て
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月

10
日
、
国
際
連
合
は
第
３
回
総
会
で
「
世

界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の

宣
言
採
択
か
ら
今
年
は
60
年
を
迎
え
ま
し

た
。世

界
人
権
宣
言
は

　

こ
の
世
界
人
権
宣
言
は
、
前
文
の
ほ
か

30
カ
条
か
ら
な
っ
て
い
て
、
そ
の
第
１
条

に
は
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と
権

利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。・
・
・
」
と

宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
条
で
は
「
人
種
・
皮
膚
の
色
・
性

別
・
言
語
・
宗
教
・
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
・

民
族
的
ま
た
は
社
会
的
出
身
・
財
産
・
門

地
そ
の
他
の
地
位
、
ま
た
は
こ
れ
に
類
す

る
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
差
別
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
人
権
が
享
有
で
き
る
・
・
・
」

と
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
第
３
条
か
ら
は
、
具
体
的
に
生

命
・
自
由
・
身
体
の
安
全
、
奴
隷
・
苦
役

の
禁
止
、
拷
問
・
虐
待
・
残
虐
刑
の
禁
止
、

法
の
前
の
平
等
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、

移
転
・
居
住
の
自
由
、
集
会
・
結
社
の
自

由
、
参
政
権
な
ど
市
民
的
・
政
治
的
な
権

利
な
ど
が
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、
世
界
人
権
宣
言
は

こ
の
よ
う
に
広
い
範
囲
の
人
権
を
定
め
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は

  

私
た
ち
は
歴
史
の
な
か
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
水
平
社
創
立
宣

言
や
世
界
人
権
宣
言
が
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
差
別
や
偏
見
を
無
く
し
て
人
間
が
人

間
ら
し
く
取
り
扱
わ
れ
る
世
界
を
つ
く
り

あ
げ
、
人
権
が
大
切
に
さ
れ
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
実
現
し
、
人
間
が
心
か
ら
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
創
り
た
い

も
の
で
す
。

▲水平社創立の地の碑（京都市岡崎最勝寺町）
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お　

知　

ら　

せ

案　

内

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
免
除

基
準
が
拡
大

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
と
し
た

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
、

平
成
20
年
10
月
1
日
か
ら
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
】

　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
る
世
帯

で
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
（
住

民
税
）
非
課
税
の
場
合

※ 

従
来
の
「
身
体
障
害
者
」「
重
度

の
知
的
障
害
者
」
か
ら
対
象
者
を
拡

大
。

※ 

生
活
状
況
の
条
件
を
「
市
町
村

民
税
非
課
税
」
に
統
一
。

【
半
額
免
除
】

　

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
が
世
帯
主
の
場
合

　

身
体
（
1
級
又
は
2
級
）、
精
神

（
1
級
）障
害
者
手
帳
、知
的
障
害（
療

育
手
帳
Ａ
）
を
お
持
ち
の
方
が
世
帯

主
の
場
合

※ 

従
来
の
「
重
度
の
肢
体
不
自
由

者
」
か
ら
対
象
を
拡
大
。

  

申
請
用
紙
は
大
山
町
役
場 

福
祉
保

健
課（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
内
）

ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
に
あ
り

ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
お
持
ち
の
障
害
者

手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
放
送
局

　

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
９
２
１
０　

　

（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
へ

〜
通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
〜

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

◆
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど

原
爆
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断
に
つ
い
て

◆
対
象
者

　

県
内
居
住
の
原
爆
被
爆
者
二
世
で

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

◆
実
施
期
間

　

10
月
１
日
〜
平
成
21
年
2
月
27
日

◆
実
施
場
所

　

鳥
取
県
立
中
央
病
院

　

鳥
取
県
立
厚
生
病
院

　

国
立
病
院
機
構
米
子
医
療
セ
ン

タ
ー

　

日
野
病
院
組
合
日
野
病
院

◆
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事

館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か

り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構

で
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
上
陸

港
を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
境
税
関

支
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

境
税
関
支
署
（
境
港
港
湾
合
同
庁
舎
内
）

　

☎
０
８
５
９
‐
42
‐
２
２
２
８

　

FAX
０
８
５
９
‐
42
‐
３
８
９
3

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
保
健
所

　

☎
０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
１
７

◆
申
込
期
間

　

9
月
1
日
（
月
）
〜
22
日
（
月
）

◆
そ
の
他

　

受
診
料
は
無
料
で
す
（
た
だ
し
、

精
密
検
査
は
有
料
）
が
、
交
通
費
な

ど
は
自
己
負
担
で
す
。

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会

◆
日
時

　

9
月
15
日
（
月
・
祝
）

　

10
時
〜
16
時

◆
場
所

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

3
階　

第
2
会
議
室　
　

◆
相
談
例

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
心
配
。

　

遺
産
分
割
協
議
を
し
た
い
け
ど
、

父
が
認
知
症
だ
。

　

知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来

が
心
配
。

　

年
金
が
母
の
た
め
に
使
わ
れ
て
な

い
み
た
い
・
・
ど
う
し
よ
う
。

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

◆
日
時

　

10
月
3
日
（
金
）

　

10
時
〜
16
時

◆
場
所

　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
1
階

　

展
示
室

◆
相
談
例

　

相
続
が
開
始
し
た
が
、
土
地
や
家

屋
の
名
義
を
ま
だ
書
き
換
え
て
い
な

い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
消
費

者
金
融
か
ら
し
つ
こ
く
借
金
返
済
の

催
促
を
受
け
て
い
る
。

　

高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
母
が
、

訪
問
販
売
な
ど
の
悪
質
商
法
に
だ
ま

さ
れ
な
い
か
不
安
だ
。

　

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、
多
額

の
原
状
回
復
費
を
請
求
さ
れ
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
１
３

　

FAX
０
８
５
７
‐
24
‐
６
０
８
１
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コース名 時　間 開　講　日 受講料
（テキスト代別）

   1,000 円

　1,500 円

   1,500 円

   1,500 円

   1,500 円

     500 円

   1,000 円

プレゼンテーションソフト活用講座②　 9:00 ～ 12:00　  9 月 27（土）28（日）

はじめてのインターネット講座②　　　19:30 ～ 21:30  10 月 1（水）8（水）15（水）22（水）

はじめてのメール講座②            19:30 ～ 21:30  10 月 3（金）10（金）17（金）24（金）

ワード文書作成講座②                       19:30 ～ 21:30  11 月 12（水）19（水）26（水）12 月 3（水）

デジカメ写真活用術講座  　　　 19:30 ～ 21:30  11 月 7（金）14（金）21（金）28（金）　

年賀状作成講座                         9:00 ～ 12:00   ① 11 月 10（月）② 12月 1（月）

エクセル表計算講座                       19:30 ～ 21:30  12 月 10（水）17（水）19（金）　　

農地の無断転用

※プレゼンテーションソフト活用講座②の日程が変更になりました。※日程・内容は講師の都合により変更される場合があります。

お　

知　

ら　

せ

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
生
募
集

９
月
以
降
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
受
講
場
所

　

名
和
公
民
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

○
内
容(

下
表
参
照
）

　

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

活
用
講
座
（
ワ
ー
ド
学
習
者
、
文
字

入
力
で
き
る
方
が
対
象
。
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹

介
や
、
家
族
の
ア
ル
バ
ム
作
成
な
ど

に
も
使
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
を
体
験
）　

   

●
は
じ
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

講
座 
（
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
に
お
す
す

め
の
講
座
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
）

　

●
は
じ
め
て
の
メ
ー
ル
講
座 (

パ

ソ
コ
ン
初
心
者
に
お
す
す
め
の
講

座
。
ク
リ
ッ
ク
や
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
マ

ウ
ス
の
使
い
方
や
文
字
入
力
の
し
か

た
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
や
ネ
チ
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
学
び
ま
す
）

   

●
ワ
ー
ド
文
書
作
成
講
座(

文
字

入
力
の
し
か
た
か
ら
、
文
書
を
作
成

し
、
編
集
す
る
方
法
を
学
び
ま
す
）

　

●
デ
ジ
カ
メ
写
真
活
用
術
講
座

(

文
字
入
力
で
き
る
方
が
対
象
。
デ

ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真
の
パ
ソ
コ
ン

へ
の
取
り
込
み
方
か
ら
、
デ
ジ
カ
メ

画
像
の
簡
単
な
加
工
方
法
、
写
真
を

利
用
し
た
ハ
ガ
キ
や
ア
ル
バ
ム
の
作

り
方
を
学
び
ま
す
）　
　

　

●
年
賀
状
作
成
講
座(

文
字
入
力

で
き
る
方
が
対
象
。
講
座
内
で
印
刷

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
作
っ
た
年
賀
状

を
家
庭
で
利
用
し
た
い
方
は
フ
ロ
ッ

ピ
ー
ま
た
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
せ
ん
）

　

●
エ
ク
セ
ル
表
計
算
講
座
（
ワ
ー

ド
学
習
者
を
対
象
に
、
表
計
算
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
計
算
式
や
グ
ラ
フ
の
作

成
方
法
を
学
び
ま
す
）

○
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
り

ん
く　

藤
原
章
江 

氏　

○
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

○
定
員　

各
講
座 

10
人

○
受
講
料　

受
講
料
と
テ
キ
ス
ト
代

（
実
費
）
が
か
か
り
ま
す
。

○
申
込
方
法　

名
和
公
民
館
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
料

は
講
座
初
日
に
い
た
だ
き
ま
す
。

※
各
講
座
と
も
開
催
の
11
日
前
が
締

切
日
で
す
。
定
員
（
各
講
座
10
人
）

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先　
　

　

名
和
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

農業者の皆さんへ
なくそう

農地転用とは、農地を農地

でなくすこと、すなわち農

地に区画形質の変更を加え

て住宅用地や工場用地、道

路、山林などの用地に転換

することをいいます。

一時的な農地転用は？
農地を一時的な資材置き場、

作業員仮宿舎、砂利採取場な

どとして利用する場合も転用

になり、許可が必要です。

みなさんは大丈夫ですか？
この場合も転用になります。

無断で行ってはいけません。

◆ 9月の農業委員相談日　9月 5日（金）中山支所、9月 16 日（火）名和公民館、9月 25 日（木）大山支所
　　　　　　　　　　　　時間はいずれも 13時 30 分から 16時まで
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お　

知　

ら　

せ

野
球
好
き

　

集
ま
れ
♪

　

大
山
町
軟
式
野
球
協
会
で
は
、
第

4
回
大
山
町
軟
式
野
球
大
会
を
開
き

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
5
日
・
19
日
（
日
）

◆
場
所　

　

大
山
野
球
場
、
大
山
農
村
運
動
広

場
、

　

名
和
総
合
運
動
公
園
野
球
場

◆
出
場
資
格　

　

大
山
町
在
住
者
も
し
く
は
出
身
者

ま
た
は
勤
務
地
が
大
山
町
の
方
を
中

心
に
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

◆
応
募
方
法

　

登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
参
加
費

は
無
料
で
す
。

◆
応
募
締
切　

　

9
月
16
日
（
火
）
厳
守
！

試
験
・
募
集

「
新
現
役
」

人
材
募
集
！

　

中
小
企
業
庁
「
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
」
で
は
、
企
業
を
退
職
さ
れ

た
方
及
び
退
職
予
定
の
方
で
、
豊
富

な
キ
ャ
リ
ア
、
専
門
知
識
、
築
い
て

き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る

方
（
新
現
役
と
呼
び
ま
す
）
の
現
役

時
代
の
力
を
活
か
し
て
、
地
域
の
中

小
企
業
の
経
営
支
援
を
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

た
だ
く
事
業
「
新
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
中
小
企
業
庁
が
中
心

と
な
り
、
商
工
会
議
所
や
経
団
連
な

ど
も
協
力
し
て
い
る
全
国
的
な
規
模

で
の
事
業
シ
ス
テ
ム
で
、
地
方
経
済

の
活
性
化
や
中
小
企
業
の
振
興
、
団

塊
世
代
の
能
力
活
用
な
ど
の
目
的
を

持
っ
て
い
ま
す
。
新
現
役
と
し
て
活

躍
し
て
み
た
い
方
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先

　

新
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
鳥
取
事

務
局

　

鳥
取
商
工
会
議
所　

中
小
企
業
振

興
部
内
（
鳥
取
市
本
町
）　

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
６
８
７
７　

給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
募
集

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
補
助

員
を
募
集
し
ま
す
。　

◆
勤
務
場
所

　

大
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

◆
応
募
資
格

　

満
18
歳
か
ら
お
お
む
ね
60
歳
程
度

　

調
理
師
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。

◆
従
事
期
間

　

平
成
20
年
11
月
上
旬
〜
平
成
21
年

3
月
ま
で
（
1
人
）

　

平
成
20
年
12
月
上
旬
〜
平
成
21
年

3
月
ま
で
（
1
人
）

◆
勤
務
時
間

　

月
〜
金
ま
で　

8
時
間
勤
務

　

（
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

◆
賃
金

　

1
時
間
あ
た
り 

７
５
５
円

◆
応
募
方
法

　

申
請
書
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
学
校
教
育
課
ま
た
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
大
山
・
名
和
・

中
山
小
・
中
学
校
）
に
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　

9
月
30
日
（
火
）

◆
選
考
方
法

　

面
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
名
和
公
民
館
内
）
ま
で

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
１

◆
代
表
者
会
議
及
び
抽
選
会

　

9
月
下
旬
予
定

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　
　

　

大
山
町
軟
式
野
球
協
会
事
務
局

　

大
山
支
所
大
山
振
興
課　

山
根

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
３

鳥
取
短
期
大
学

特
別
講
師
募
集

　

実
社
会
で
活
躍
す
る
地
域
の
人
を

講
師
と
し
て
招
き
、
授
業
を
行
っ
て

い
た
だ
く
「
特
別
講
師
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
指
定
す
る

科
目
の
授
業
を
1
回
な
い
し
2
回
担

当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

山
陰
出
身
ま
た
は
応
募
時
に
山
陰

地
方
に
在
住
し
て
い
る
か
山
陰
地
方

を
中
心
に
社
会
的
活
動
を
行
っ
て
い

る
人
で
、
豊
か
な
教
養
・
人
生
経
験

あ
る
い
は
実
践
的
な
知
識
・
技
術
を

学
生
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
人

◆
応
募
締
切

　

9
月
30
日
（
火
）（
必
着
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
短
期
大
学 

教
務
課

　

☎
０
８
５
８
‐
26
‐
１
８
１
１

第
55
回
鳥
取
県

勤
労
者
美
術
展

出
品
作
品
募
集
（
出
品
無
料
）

◆
応
募
資
格　

　

県
内
在
住
ま
た
は
県
内
に
お
勤
め

の
勤
労
者
の
方
及
び
退
職
者

◆
部
門　

　

写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・
書
道

◆
応
募
点
数　

　

1
部
門
に
つ
き
2
点
以
内
（
写
真

は
単
2
点
以
内
ま
た
は
組
1
点
の
い

ず
れ
か
）
※
未
発
表
作
品
に
限
る

◆
応
募
期
間　

　

10
月
１
日
（
水
）
か
ら
11
月
20
日
（
木
）

◆
応
募
方
法　

　

所
定
の
出
品
申
込
書
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
※
左
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で

き
ま
す
）

美
術
展
（
入
場
無
料
）

◆
会
期　
　

　

12
月
14
日
（
日
）
〜
21
日
（
日
）

◆
場
所　
　

　

米
子
市
美
術
館
（
※
原
則
と
し
て

全
て
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

財
団
法
人
鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議

会　

☎
０
８
５
７
‐
27
‐
４
１
８
８

　

http://tottori.rofuku.net/
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お　

知　

ら　

せ

秋
の

古
典
演
芸
会

◆
日
時

　

10
月
18
日
（
土
）

　

開
場
13
時
〜
、
開
演
14
時
〜
（
終

演
予
定
15
時
30
分
）

◆
場
所

　

な
か
や
ま
温
泉

　

生
活
想
像
館
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
内
容

●
三
味
線
コ
ン
ビ　

漫
談
…

　

暁　

照
夫
・
光
夫

●
漫　

才
… 

幸
助
・
福
助

●
女
性
マ
ジ
ッ
ク
… 

Ａ
Ｋ
Ｏ　

●
も
の
ま
ね
漫
談
… 

青
芝 

モ
ン
タ

◆
入
場
料

   

大
人 

前
売　

１
５
０
０
円

　
　
　

 

当
日　

２
０
０
０
円

　

小
人 

前
売　

   

５
０
０
円

　

       

当
日　

１
０
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

中
山
温
泉
館
ナ
ス
パ
ル

　

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

　

催　

し

ステージ出演者、展示作品を募集しています
第１回総合文化祭の

【ステージ出演】

◆出演日時

　10月 25 日（土）14時～ 16時

　  　　26日（日）13時～ 15時

　　＊発表時間は入退場を含みおおむね１５分以内です。

◆場所

　大山農業者トレーニングセンター

　特設ステージ ( 屋内 )

◆内容

　グループ・サークル活動、部落・区等の同好会

などの日頃の活動の成果を披露してください。

　＊約１６団体を募集します

　
＊申込多数の場合は抽選となります

【展示作品】

◆ 募集作品

　絵画・書道・写真・手工芸・菊花・盆栽・生花・

山野草など

◆ 内容

　1分野ひとり（1団体）1作品

　＊ 作品の搬入・搬出、展示は原則として出品者で

   
 行って いただきます。

◆対象　　　　　町内に居住または勤務されている方

◆申し込み方法　各公民館備え付けの所定の申込書により、各公民館へお申し込みください。

　　　　　　　　（申込書は町のホームページからもダウンロードできます）

◆申込期限　　　９月１９日（金）

◆問い合わせ先　ステージ出演について：名和公民館　☎ 0859-54-2688

　　　　　　　　作品展示について　　：中山公民館　☎ 0858-58-2334

第１回大山町総合文化祭

　日時　１０月２５日（土）　10時から 16 時

　　　　　　　２６日（日）　 ９時から 15時

　場所　大山農村環境改善センター、

　　　　大山農業者トレーニングセンター（大山町今在家）
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お　

知　

ら　

せ

時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～３０日
６：00 こんにちは 大山町役場です④ こんにちは 大山町役場です⑤ こんにちは 大山町役場です⑥

最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３ 最近の出来事 ９月号

７：00 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３

最近の出来事 ８月号増刊号 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２

８：00 最近の出来事 ７月号３ 最近の出来事 ８月号増刊号

９：00

10：00

11：00

12：00 こんにちは 大山町役場です④ こんにちは 大山町役場です⑤ こんにちは 大山町役場です⑥

最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３ 最近の出来事 ９月号

13：00 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３

最近の出来事 ８月号増刊号 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２

14：00 最近の出来事 ７月号３ 最近の出来事 ８月号増刊号

15：00 こんにちは 大山町役場です④ こんにちは 大山町役場です⑤ こんにちは 大山町役場です⑥

最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３ 最近の出来事 ９月号

16：00 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３

最近の出来事 ８月号増刊号 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２

17：00 最近の出来事 ７月号３ 最近の出来事 ８月号増刊号

18：00

19：00

20：00 こんにちは 大山町役場です④ こんにちは 大山町役場です⑤ こんにちは 大山町役場です⑥

最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３ 最近の出来事 ９月号

21：00 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３

最近の出来事 ８月号増刊号 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２

22：00 最近の出来事 ７月号３ 最近の出来事 ８月号増刊号

23：00

0：00 こんにちは 大山町役場です④ こんにちは 大山町役場です⑤ こんにちは 大山町役場です⑥

最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３ 最近の出来事 ９月号

1：00 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２ 最近の出来事 ８月号３

最近の出来事 ８月号増刊号 最近の出来事 ８月号 最近の出来事 ８月号２

2：00 最近の出来事 ７月号３ 最近の出来事 ８月号増刊号

 

　前の週から放送して

いる番組は、新しい番

組が準備出来しだい、

差し替える予定です。

また、業務の都合によ

り予定どおり放送でき

ないこともありますの

で、ご了承ください。

放送予定が無い時間帯

については、文字情報

で行政情報などを提供

しています。

３チャンネル番組表
大山町

１日～３０日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　　　　　（本庁２階）

　☎ 0859-54-5202

９月

◆最近の出来事７月号３

　○図書館本館「大工遊び」

　○葉タバコの収穫

　○所子保育所「カレー作り」

　○投稿ビデオ

◆最近の出来事８月号増刊号

　○大山町納涼花火大会

   ○大山町の梨

　○大山高原クロスカントリー大会

◆最近の出来事８月号（予定）

　○甲川渓流まつり

　○日御碕神社滝さんまつり

　○その他

◆大山町議会定例会中継予定時間

　第１日　９月　９日（火）9:55 ～ 開会　議案の提案説明

　第２日　９月１０日（水）9:25 ～ 質疑　

　第３日　９月１８日（木）　〃　   一般質問

　第４日　９月１９日（金）　〃  　 一般質問

　第５日　９月２６日（金）　〃　   討論・採決　閉会

　※議会の進行によって終了時間は変わります

　※議会中継の時間はほかの番組をお休みします

◆議会再放送予定（時間は文字放送画面でお知らせします）

　第１日（再）　９月１３日（土）

　第２日（再）　９月１４日（日）

　第３日（再）　９月２２日（月）

　第４日（再）　９月２３日（火）

　第５日（再）　９月３０日（火）　



日 月 火 水 木 金 土

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

大山町行事カレンダー9 2008．September

広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

人権相談
９：００～１２：００
人権交流センター

犬・ねこのひきとり
10:00 ～中山支所
10:30 ～住民生活課
11:00 ～大山支所

健康相談
（受付）１３：３０～１４：００
保健福祉センターなわ

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

人権相談、行政相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

育児学級
１０：００～１１：３０
保健福祉センターなわ

保育所開放日　
１０：００～１１：００

保育所開放日　
１０：００～１１：００

育児学級
１０：００～１１：３０
保健福祉センターだいせん

10 月

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操 13：30 ～ 15：00
保健福祉センターなわ

むきばんだ秋麗まつり
１０：００～１５：３０

 妻木晩田遺跡

健康相談
( 受付）１３：3０～１4：0０
保健福祉センターなわ

敬老の日

秋分の日

人権相談１３：３０～１６：００
役場中山支所

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

第 4回大山学講座 講演
「大山町の魅力を語る」
１4：0０～１5：３０
中山生活想像館わくわくﾎｰﾙ

大山町みんなの人権セミナー
「拉致被害者の人権、
 家族の思い」
１９：３０～２１：００
 生活想像館

大助・花子の
健康ウォーキング大会
８：００～淀江どんぐり村か
ら大山博労座駐車場
１０：３０～大山まきばミル
クの里から大山博労座駐車場

大山町女性レクリエー
ション大会
１０：００～１５：００
中山農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

第５回大山学講座
「大山の自然」～自然観
察会～
9：００～１2：0０
大山寺第 1駐車場集合

３Ｂ体操１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

秋の全国交通安全運動
9 月 21 日～ 30 日

中山中学校運動会
９：００～

名和中学校体育祭
８：５０～

大山中学校体育祭
９：００～

名和小学校運動会
９：００～

おはなし図書館 
１４：００～１４：３０
町立図書館本館

ちいさなおはなし会
１１：００～１１：３０
大山公民館

主な連絡先

■大山町役場（本庁）

　℡ 0859‐54‐3111（代表）

      総務課       ℡ 0859‐54‐5201

　　税務課       ℡ 0859‐54‐5208

　　住民生活課 ℡ 0859‐54‐5210

　　会計課       ℡ 0859‐54‐5209

　　企画情報課 ℡ 0859‐54‐5202

　　議会事務局 ℡ 0859‐54‐5213

　中山支所

　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　　総合窓口課 

　　 戸籍・住民関係 ℡ 0858‐58‐6114

　　 福祉関係          ℡ 0858‐58‐6112

　　農林水産課 ℡ 0858‐58‐6116

　　農業委員会 ℡ 0858‐58‐6115

　　地籍調査課 ℡ 0858‐58‐6113

　大山支所

　℡ 0859‐53‐3311（代表）

      総合窓口課 ℡ 0859‐53‐3311

　　建設課       ℡ 0859‐53‐3186

　　観光商工課 ℡ 0859‐53‐3110

　　大山振興課 ℡ 0859‐53‐3313

　  （財）大山恵みの里公社 ℡ 0859‐39‐5016

　名和分庁舎（水道課）

　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　℡ 0858‐49‐3012

■保健福祉センターなわ

　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　学校教育課 ℡ 0859‐54‐5211

　幼児教育課 ℡ 0859‐54‐5219

　社会教育課 ℡ 0859‐54‐5212

■教育研究所

　℡ 0859‐54‐5221

■中山公民館

　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　℡ 0859‐53‐3003

■小･中学校

　中山小学校

　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校

　℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校

   ℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校

   ℡ 0859‐53‐3104

   大山小学校 赤松分校

   ℡ 0859‐53‐8707

　中山中学校

   ℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校

   ℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校 

　℡ 0859‐53‐3020

敬老会（大山地区）
１０：３０～

大山総合体育館

敬老会（中山地区）
１０：３０～
中山農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

９月議会 開会
（２６日まで）
議案の提案説明
１０：００～

９月議会 一般質問
 9：3 ０～

９月議会 一般質問
 9：3 ０～

９月議会 閉会
討論・採決
９：３０～

９月議会 議案の質疑
９：３０～

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

栄養相談
１3：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

法律相談
９：３０～１１：３０
福祉センターなかやま

行政相談９：３０～１２：００
福祉センターなかやま

行政相談
９：３０～１２：００
保健福祉センターなわ

心配ごと相談
９：３０～１２：００
各福祉センター

心配ごと相談
９：３０～１２：００
各福祉センター

科学遊び 
液体窒素で遊ぼう
１４：００～１6：0０
生活想像館

農業委員相談日
１３：３０～１６：００
中山支所

農業委員相談日
１３：３０～１６：００
名和公民館

農業委員相談日
１３：３０～１６：００
大山支所

第 4回大山町ゲートボール
大会８：３０～
大山公民館横ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ

むきばんだ秋麗祭
１０: ００～

和牛王国復活イベント
１３：２０～

大山博労座駐車場



種 別 月　日 場　所 時  間 対　象

胃がん検診
健康診査

10月 １日（水）

中山公民館 8:00 ～ 9:30
40 ～ 74 歳：特定健診
20～ 39 歳：39 歳以下の健診
75歳～：75 歳以上の健診10月 ２日（木）

子宮がん検診
乳がん検診

 9 月  4 日（木） 保健福祉センターだいせん

13:30 ～ 14:00

子宮がん：20歳以上

乳がん：マンモグラフィー 40 歳以

上の隔年

＊今年度から甲状腺がん検診はあり

ませんことをご了承ください。

 9 月  5 日（金） 保健福祉センターなわ

種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健
診

歯科健診・

フッ素塗布
10月  6 日（月）

保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

1 歳～小学校就

学前の幼児（6

カ月に 1 回受け

る）

歯のアンケート、

フッ素手帳、歯

ブラシ、コップを

お持ちください

乳幼児健診   9月 17日（水）
保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 14:30

3 カ月～

      2 歳 6 カ月

母子健康手帳を

お持ちください

1歳6カ月・

3歳児健診

  9月 10日（水）
保健福祉センター

なわ

13:00 ～ 13:30
1 歳 6カ月児・

3歳児
個人通知します  9月 26日（金）

中山農村環境改善

センター

10月  8 日（水）
保健福祉センター

だいせん

予
防
接
種

ＢＣＧ   9月 30日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月

未満の未接種者
個人通知します

ポリオ
  9 月  2 日（火）

保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 7 歳 6

カ月未満の未接

種者

個人通知します

  9月 12日（金）
保健福祉センター

だいせん

子どもの健診・予防接種のお知らせ

＊１歳６カ月・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本となります。

　ほかの地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要となります。福祉保健課にご連絡ください。

9月 1日～ 10 月 10 日までのお知らせを載せています。

健康づくり、健康相談、介護予防教室のお知らせ

種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

9月  5 日（金）

9月 19 日（金）

10月  3 日（金）

保健福祉セン

ターだいせん
13:30 ～ 15:00

ストレッチ体操、ベル・ベルター・

ボールを使って音楽にあわせて体

を動かします。

運動のできる服装でお出かけくだ

さい。

9月  1 日（月）

9月 22 日（月）

保健福祉セン

ターなわ
13:30 ～ 15:00

 ９月 12 日（金）

９月 26日（金）

10月 10 日（金）

中山農村環境

改善センター
9:30 ～ 11:00

大山町包括支援

センター医師

健康相談

9月 12 日（金）
保健福祉セン

ターなわ

（受付）

13:30 ～ 14:00

骨密度測定、骨に関する相談

医師・保健師・栄養士による各種

疾病の相談、心の相談。

どなたでも利用できますのでお出

かけください。 ☆子どもの健診、予防接種、各種検診、健康相談、健康

づくりなどに関することは

　保健福祉センターなわ内  福祉保健課

　ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防に関することは

　保健福祉センターなわ内

　大山町地域包括支援センター　　　　

　ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

　ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（問い合わせ・相談先）

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級

 9 月  5 日（金） 保健福祉センターだいせん
受付（9:45 ～）

10:00 ～ 11:30 保育所に行ってい

ない親子

絵本の読み聞かせ・魚つ

り遊び
 9 月 19 日（金） 保健福祉センターなわ

10月 10 日（金） 保健福祉センターなわ
受付（9:30 ～）

10:00 ～ 11:30
運動会

すくすく

広場

 9 月 12 日（金）

ふれあい会館
受付（9:45 ～）

10:00 ～ 11:30

保育所に行ってい

ない親子と妊産婦
季節のあそび 9 月 26 日（金）

 10 月 3 日（金）

離乳食

講習会
  9 月 3 日（水） 保健福祉センターなわ 10:00 ～ 12:00

５カ月～ 1歳の

乳児の保護者

（個人通知します）

離乳食についての講話、

調理実習、試食

栄養相談  9 月 30 日（火）
保健福祉センターなわ
＊ＢＣＧ予防接種の場で行います

13:45 ～ 15:00
3 カ月～ 1 歳児の

乳児の保護者

離乳食のミニ講話、

栄養士、保健師の相談

その他の教室・相談のお知らせ

☆あそびにおいでよ！大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５　

地域子育て支援センター  開館時間　月曜日～金曜日（祝日は除く）８:30 ～ 17:15、第 2土曜日 8:30 ～ 13:30　○子育て中のふれあいの場として、

いつでも保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行事はどなたでも参加できます　○いつでも子育て相談で

きます（個別相談もできます）　○たんぽぽ通信（月１回）発行　

各種健（検）診のお知らせ

＊健 ( 検 ) 診には必ず該当票をお持ちください。忘れると受診できませんのでご注意ください。

＊健康診査には保険証、受診券が必要です。

＊肺がん、大腸がん検診は、一部受診票を送付していますので、お持ちください。（なくても受けられます）

＊料金、持ち物についてはお知らせをごらんください。

＊ 健康診査、胃がん検診を希望される方は、前日午後１０時以降は飲食をしないでください。

＊ 大腸がん検診は集団検診の各会場で受付けます。




